＊同じものを指す言葉（例：シート・ボード・パネル・板・盤／ペグさし・棒さし／教師・教員・指導者・支援者/子ども・児童・対象児など）は、原稿内で統一してください。読者は保護者も含め、教育・福祉・医療等多分野に渡るので、学習を提供する側は、「支援者」としてください。

＊対象となる本人もしくは保護者の了解を得て、その旨を文中に記載してください。また、個人の特定につながる情報はお控えください（Ｆ県S市→Ａ県B市、Ｎくん→Ａさん、など）。

　
書式2：　教材教具に焦点を当てて（特定の教材教具のよさを表現したい場合など）
以下、赤字を消してご記入ください。
＜1枚目＞
教材教具名：〇〇〇〇〇
[image: image1.jpg]



所属・職：＊＊〇立〇〇特別支援学校教諭
                                                                氏名  〇〇 〇〇
＜材料＞サイズも明確に。
・
・

＜作り方＞
①・・・
②・・・

＜作成上の留意点・購入情報＞材料で特殊なものは、調達場所や値段を記入してください。
・
＜2枚目以降＞

１　教材製作の背景　この教材を製作した動機やその背景を書く。

２　ねらい　:　「教材作成の背景」を受けて「ねらい」を書く。

３　工夫点　：　サイズ、色、形、提示の方法やタイミングなど。

４　学習（支援）の経過
子どもの様子（記入すべき項目例）
1 〇（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ・・）さん、（学校、学部、学年あるいは年齢，性別）　

2 医学や福祉の情報（診断名、合併症（てんかんなど）、手帳、受けている福祉サービス等）　　　　　　　

③　プロフィール

＜姿勢＞＜移動運動＞＜探索・操作＞＜食事＞＜排泄＞＜生活習慣＞＜コミュニケーション（理解言語・表出言語・要求表現・指示伝達手段）＞＜社会性（対人志向性や社会的行動）＞＜行動面の特徴＞＜諸検査の結果＞など。

3 家庭環境や保護者の願い

（ここまでを、□で囲む）

期間　：　         ○年○月～△年△月
形態　：　         場所、頻度、時間、支援者と子どもの割合、他の学習との関係など。

内容　：         　教示の方法、受信―発信の手段やほめるタイミングなど。
６　結果          感想や考えではなく事実を書く。子どもの変化のみならず、周囲の大人の見方や指導方針（療育方針）が変わったら、そのことにも触れる。
７　考察とまとめ   著者の気づきや解釈、強調したい点を書く。読者へのメッセージになる。
8　文献       引用文献や参考文献は必ず書いて下さい。
＜文献の書き方＞
①著書の場合：著者名（発行年）：引用部分の表題、In：本の編者、書名、発行者、pp最初のページ-最後のページ
②雑誌論文の場合：著者名（発行年）：表題、雑誌名、巻、号、最初のページ-最後のページ
③コンマ（,）やピリオド（.）、コロン（：）、カッコの後には必ず半角スペースを入れる。

	　種類
	書き方の例

	著書全体
	木下康仁(2017): グラウンデットセオリー・アプローチの実践　質的研究への誘い. 弘文堂.

	分担執筆部分
	無藤隆(2003): 教育心理学の研究論文・著作物による貢献. In: 日本教育心理学会編　教育心理学ハンドブック. 有斐閣, 第３章, 第１節, pp.29-33.　
＊著書の複数ページの場合はppをつける

	雑誌論文（著者３名）
	藤田一郎・田中宏喜・谷川久(2001): 腹側視覚経路における両眼視差と面の情報処理. Vision 13, 2, 87-91. ＊雑誌論文の場合、ppはつけない

	Webからの引用
	中央教育審議会(2016): 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について（答申） （平成28年12月）http://www.mext.go.jpb_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/･･･(2021年6月3日アクセス）


－書き方のコツ－
１）常にテーマを意識して、テーマからはずれないように書く。

２）教材の特性だけでなく、子どもとの空間関係、提示やほめ方のタイミング等を示す。

３）参考にしたい人が真似できるように、回数やサイズ等できるだけ具体的な情報を記載する。

４）状況を想像しにくい抽象表現は避ける（✕寄り添う・理解する⇒〇視線や手の動きを観察し、子どもの特性に合わせた教材を製作した。たとえば・・・」

5)「かなり」「とても」「しっかり」「きちんと」等読み手によりイメージが異なる表現を避ける。
6) 「結果」には事実を書く。執筆者の気づきや考え、解釈は、「考察とまとめ」に書く。

教材の写真をここへ
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